
　
甲
子
園
浜
は
か
つ
て
大
規
模
な

埋
め
立
て
計
画
の
対
象
と
な
り
、

地
域
住
民
が
訴
訟
を
起
こ
し
て
守

り
抜
い
た
歴
史
が
あ
り
ま
す
。
全

面
埋
め
立
て
を
免
れ
た
甲
子
園
浜

の
人
と
自
然
の
共
生
と
海
浜
の
自

然
環
境
保
全
に
寄
与
す
る
こ
と
を

目
的
に
誕
生
し
た
の
が
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人「
海
浜
の
自
然
環
境
を
守
る
会
」

で
す
。
そ
の
事
務
局
長
・
岸
川
由

紀
子
さ
ん
は
、
歴
代
の
理
事
長
を

支
え
な
が
ら
、
こ
の
歴
史
を
受
け

継
ぎ
、
住
民
が
守
っ
た
自
然
を
次

世
代
へ
つ
な
ぐ
役
割
を
担
っ
て
い

ま
す
。

　
岸
川
さ
ん
が
甲
子
園
浜
と
深
く

関
わ
る
き
っ
か
け
に
な
っ
た
の
は
、

犬
の
散
歩
中
に
偶
然
見
か
け
た
野

鳥
観
察
会
で
し
た
。

　
そ
の
後
、
観
察
会
に
参
加
し
、

平
成
17
（
2
0
0
5
）
年
５
月
に

Ｎ
Ｐ
Ｏ
へ
入
会
。
２
カ
月
後
に
事

務
局
を
任
さ
れ
、
20
年
以
上
に
わ

た
っ
て
組
織
運
営
を
支
え
て
い
ま

す
。

　
清
掃
活
動
や
生
物
調
査
を
継
続

し
、
参
加
人
数
や
ご
み
の
量
、
生

き
物
の
変
化
を
記
録
し
て
き
ま
し

た
。
年
４
回
の
ニ
ュ
ー
ス
レ
タ
ー

は
活
動
の
象
徴
で
あ
り
、
継
続
の

力
を
後
押
し
し
て
い
ま
す
。「
無

理
な
く
続
け
る
」と
い
う
姿
勢
も
、

長
く
取
り
組
み
を
続
け
る
力
と
な

っ
て
い
ま
す
。

　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
は
「
歴
史
を
学
び
、
未

来
に
伝
え
る
」
役
割
を
担
い
、
地

域
の
環
境
教
育
に
も
貢
献
し
て
い

ま
す
。

　
こ
う
し
た
継
続
的
な
取
り
組
み

が
評
価
さ
れ
、
令
和
元
年
に
日
本

自
然
保
護
協
会
の
「
沼
田
眞
賞
」

を
受
賞
し
ま
し
た
。
同
じ
場
所
で

観
察
と
記
録
を
続
け
て
き
た
こ
と

が
認
め
ら
れ
た
も
の
で
、
岸
川
さ

ん
に
と
っ
て
大
き
な
励
み
に
な
っ

た
と
い
い
ま
す
。

　
そ
し
て
昨
年
秋
に
は
、
国
土
交

通
省
か
ら
緑
綬
褒
章
を
受
章
し
、

活
動
は
さ
ら
に
高
い
評
価
を
受
け

ま
し
た
。
受
章
の
際
に
提
出
し
た

20
年
以
上
の
活
動
記
録
で
は
、
継

続
し
て
発
行
し
て
き
た
ニ
ュ
ー
ス

レ
タ
ー
が
大
き
な
役
割
を
果
た
し

ま
し
た
。

　「
こ
の
賞
は
長
年
、
清
掃
に
参

加
し
て
く
だ
さ
っ
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
皆
さ
ん
全
員
で
い
た
だ
い
た

も
の
で
す
」
と
岸
川
さ
ん
。
授
賞

式
に
向
け
た
準
備
過
程
は
、
活
動

を
振
り
返
り
、
整
理
す
る
貴
重
な

時
間
に
な
っ
た
と
も
話
し
て
い
ま

す
。

　
活
動
の
継
続
は
企
業
や
行
政
か

ら
の
信
頼
を
生
み
、
伊
藤
ハ
ム
と

の
合
同
清
掃
や
市
民
協
力
へ
と
つ

な
が
り
ま
し
た
。
そ
し
て
、
こ
れ

ら
の
活
動
が
評
価
さ
れ
、
外
部
か

ら
の
助
成
も
受
け
、
甲
子
園
浜
埋

め
立
て
反
対
運
動
の
記
録
を
再
編

集
し
た
ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト
版
冊
子

『
甲
子
園
浜
を
守
る
―
イ
ソ
ガ
ニ

は
戦
っ
た
―
』
の
発
行
と
甲
子
園

浜
の
海
浜
植
物
の
案
内
看
板
を
設

置
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
一
方
で
、
地
域
住
民
の
間
で
、

甲
子
園
浜
の
認
知
度
は
十
分
と
は

い
え
ま
せ
ん
。「
ま
ず
浜
に
来
て
、

甲
子
園
浜
の
魅
力
を
知
っ
て
ほ
し

い
」
と
岸
川
さ
ん
は
話
し
ま
す
。

学
校
で
の
講
演
も
増
え
て
お
り
、

冊
子
は
子
ど
も
た
ち
の
学
び
に
役

立
つ
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　
岸
川
さ
ん
は
「
い
つ
も
甲
子
園

浜
の
こ
と
を
考
え
て
し
ま
い
ま

す
。
甲
子
園
浜
の
歴
史
を
次
の
世

代
に
伝
え
、
現
在
の
環
境
保
全
活

動
を
引
き
継
い
で
い
く
こ
と
を
願

っ
て
い
ま
す
」
と
話
し
て
い
ま
し

た
。

完成したダイジェスト版

偶
然
の
出
会
い
か
ら

　始
ま
っ
た
20
年
の
活
動

仲
間
と
共
に

　
　
　受
け
取
っ
た
栄
誉

未
来
へ
の
基
盤
づ
く
り

甲
子�

園
浜
を
未
来
へ
つ
な
ぐ
人

Ｎ
Ｐ
Ｏ�

法
人
「
海
浜
の
自
然
環
境
を
守
る
会
」

事
務
局
長
　
岸
川
　
由
紀
子
さ
ん

わ
が
ま
ち

わ
が
ま
ち

　　あ
の
ひ
と
　
こ
の
ひ
と

あ
の
ひ
と
　
こ
の
ひ
と

わ
が
ま
ち

わ
が
ま
ち

　　あ
の
ひ
と
　
こ
の
ひ
と

あ
の
ひ
と
　
こ
の
ひ
と

清掃活動清掃活動

野鳥観察会野鳥観察会
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　鳴尾東地区には三つの風景が見られます。
　笠屋町には、かつて東鳴尾地域の繁華街だった

「みやこ市場」があります。今は市場とは
名ばかりですが、花の可

か
憐
れん
な街路灯が今

も変わらず通りの左右を飾っています。
陽が落ちると、雨の日にはぬれた路面に
ぼんやりと街路灯の光が反射して、星灯
りを映したようです。
　東鳴尾町１・２丁目上田東町は阪神電
車武庫川線と鳴尾新川に挟まれた地域。

武庫川線の無人駅の「東鳴尾」と「洲先」は、電車の到着前
だけホームに人影ができ
ます。わずか2両編成で、
始発電車はコトコトと朝
の空気を震わせて通りす
ぎて行きます。
　上田中町には校区最大
の上田公園があり、公園
の北端には神社もありま
す。冬の夜には輝くイルミネーション、夏には流しそうめ
んなどのイベントが開催されていて、自治会イベントの
中心地です。

　高須町は東に武庫川、西に鳴尾川の間に位置し、小
曽根線を境に東が1丁目、西が2丁目となっています。

戦後、工場移転を経て昭和54（1979）年から61年にかけて武
庫川団地が誕生し、高
層住宅団地として発展
してきました。
　夏には「高須はひと
つ」を合言葉に高須
フェスティバルが開催
され、地域の絆を深め
ています。
　令和3年10月に赤胴
車が設置されて以降、
さまざまなイベントが
行われ、子どもたちの
笑顔と声が街にあふれ
ています。緑豊かな公
園や広場が点在し、交
通の便や教育環境も
整った、子育てに安全
安心な街です。

　小松地域は、国道2号
から阪神本線、武庫川沿
いに位置し、古くから川と共に歩
んできた街です。古くは平重盛の
館があったと伝えられ、先人たち
は洪水などの苦難を信仰や相互
扶助で乗り越え、この地を守り育
ててきました。
　かつて田畑が広がり、六甲の山
並みを望んだ風景は、時代の変遷
とともに都市化が進み、現在は活
気ある街並みへと姿を変えてい
ます。その一方で、毎月開催され

る7町会の自治協議会を核とした「小松は一つ」のスローガン
の下で行われる密度の濃い活動には、今も変わらず人と人と
のつながりを大切にする小松の気風が息づいています。

鳴
尾
は
、七
つ
の
小
学
校
区

鳴
尾
は
、七
つ
の
小
学
校
区

（
高
須
校
区
は

（
高
須
校
区
は
22
小
学
校
）で

小
学
校
）で

構
成
さ
れ
て
い
ま
す

構
成
さ
れ
て
い
ま
す

わがまち「鳴尾」 七つの顔わがまち「鳴尾」 七つの顔
同じ鳴尾でも、地域ごとに表情はさまざま。同じ鳴尾でも、地域ごとに表情はさまざま。
歴史や暮らし、風景の違いを写真でめぐる鳴尾七つの表情です。歴史や暮らし、風景の違いを写真でめぐる鳴尾七つの表情です。

★
は
編
集
員
の
い
ち
推
し
写
真
の
場
所
で
す
。

★
は
編
集
員
の
い
ち
推
し
写
真
の
場
所
で
す
。

★

★

★
★

★

★

★ ★

★

★
★

★

★
★

小

　松

高

　須

花
の
街
路
灯

花
の
街
路
灯

東鳴尾駅東鳴尾駅

岡太神社と境内
にある平重盛之
城趾碑

白
山
姫
神
社（
左
）と
等

覚
寺（
右
）。暮
ら
し
の
そ

ば
で
、長
く
地
域
を
見

守
っ
て
き
ま
し
た

笑顔が集う高須フェスティバル

地域の交流を育む赤胴車

鳴
尾
東

三つの風景があるまち三つの風景があるまち

時代を越えて暮らしが続くまち人と緑、 笑顔が育つまち人と緑、 笑顔が育つまち
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　鳴尾北地域は、平安時代の歌人・源俊頼が船上か
ら見える松原への愛着を詠んだと伝えられる地で

す。歌枕として名高い「鳴尾の
松」の面影や室町時代の「鳴尾
義民」の悲話が伝わる歴史深
い土地です。
　明治末期までは田園風景で
したが、明治38（1905）年に阪
神電気鉄道の鳴尾駅（現在の鳴
尾・武庫川女子大前駅）が開設され、地域発展の拠点となり、地
域の玄関口としての役割を果たしています。さらに大正13
（1924）年、枝川廃川敷跡（甲子園筋）が整備され、風

ふう
光
こう
明
めい
媚
び
な

松林の風景から、現在の落ち
着いた住宅街へと姿を変え
ました。
　校区内には鳴尾高校、学文
中学校、鳴尾北小学校、学文
公民館などの文教施設が
整っています。

　南甲子園地域は、もともと川と海が交わる場所か
ら始まりました。大正時代、武庫川の支流だった枝
川と申川が埋め立てられ、その広大な土地を阪神電気鉄道
が買収。甲子園大運動場（現・阪神甲子園球場）をはじめと
するスポーツ・レジャー施設が建設されました。戦後、球場
周辺の跡地や田畑は計画的に整備され、街並みが形成され
ていきます。球場の名にちなみ、この地は「甲子園町」と名
付けられました。
　現在、南甲子園小学校区の８町会が中心となって夏祭り
や運動会を開催し、地域の親睦を深めています。校区内に
は阪神甲子園球場や素盞嗚（すさのお）神社、6カ所の公園、
自然豊かな甲子園浜があり、甲子園通りの整備も進み、暮
らしやすく活気ある街へと変化しています。

　鳴尾西地域は、明治22（1889）年、町村制施行により
武庫郡鳴尾村が誕生した地です。昭和26（1951）年に
西宮市と合併後も、鳴尾村役場は西宮市鳴尾支所として存続
し、現在も鳴尾地域の行政の中心地となっています。
　明治6年創立の鳴尾小学校区には、鳴尾町1～5丁目をは
じめ10の自治会があ
り、鳴尾会館や公民
館、図書館などの公共
施設が充実。鳴尾中学
校や武庫川学院、兵庫
医科大学などの教育
機関も集まっていま
す。平成16（2004）年
には阪神パーク跡地
にららぽーと甲子園、
さらにキッザニア甲
子園が誕生。文化的な
環境が整う一方、地価
高騰や高齢化・少子化
といった課題も抱え
ています。

　甲子園浜地域は、穏やかな瀬戸内海に面し、浜甲
子園運動公園やグラウンドがあり、自然豊かな住宅
街です。

　地域の象徴である浜甲子
園団地は、昭和35（1960）
年以降、鳴尾競馬場跡地に
大規模開発され、当時は関
西一のマンモス団地といわ
れていました。

　
　平成12（2000）年以降は、団地
建て替えなどの再開発が進み、現
在では子育て世代から高齢者ま
で、多世代が安心して暮らせる街
へと進化を遂げています。
　校区内には国指定浜甲子園鳥
獣保護区があり、渡り鳥の観察や
マリンスポーツを楽しめる貴重
な環境が残っています。歴史ある
団地のコミュニティーと新しい
街並みが調和した、活気あふれる
地域です。

南
甲
子
園

鳴
尾
西

甲
子
園
浜

鳴
尾
北

新
旧
の
鳴
尾
支
所
。地
域
を
支
え
る
拠
点
の
移
り
変
わ
り

旧団地の127-136号棟の中
央にあった公園と給水塔

四季を通じて渡り鳥が飛来す
る自然豊かな甲子園浜

素盞嗚神社と阪神甲子園球場は地
域の歴史と発展を見守ってきまし
た。南甲子園を象徴する風景

歴史と学びが息づくまち 川と海の記憶を受け継ぐまち

行政と学びの中心地海と緑がつなぐ、多世代のまち

旧鳴尾支所旧鳴尾支所

浜甲子園団地中央公園脇浜甲子園団地中央公園脇
にある鳴尾競馬場跡記念碑にある鳴尾競馬場跡記念碑

現在の鳴尾支所現在の鳴尾支所

北郷公園内の「鳴尾義民碑」北郷公園内の「鳴尾義民碑」

地域の玄関口である現在の地域の玄関口である現在の
鳴尾・武庫川女子大前駅鳴尾・武庫川女子大前駅

広告
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わがまち「鳴尾」トピックスわがまち「鳴尾」トピックス

いつものまちのいつものまちの

特別な数日特別な数日

　昨年も安心して年末年始を迎えてもらおうと、各地域で年
末特別警戒が行われました。
　期間中は夜間を中心に、「火の用心！」と声を掛けながら地
区内を巡回。寒さの中でも互いに声を掛け合い、防犯・防災
への意識を高める機会となり、地域のつながりを感じられる
取り組みとなりました。

　小松北町自治会では
年末特別警戒に参加し
た子どもたちに、サン
タクロースからのプレ
ゼントがありました。

　新年の始まりに、地域
の人々が集い、願いを込
めて参拝する素盞嗚神社
初詣の様子。

　参拝後のひととき、ふ
るまい酒を囲んで交わる
笑顔。鳴尾八幡神社で感
じた地域のぬくもりです。

　冬の夜をやさしく照ら
す、上田公園のウエナリ
エ。光のアーチが訪れる
人を迎えました。

　やさしい光が冬の夜を
彩り、行き交う人々に温
かなひとときを届けてい
ました。

甲子園六番町甲子園六番町

浜甲子園団地浜甲子園団地

鳴尾八幡神社鳴尾八幡神社 高須西広場（芝生の広場）高須西広場（芝生の広場）

上田公園のウエナリエ上田公園のウエナリエ素盞嗚神社素盞嗚神社

ロイヤルアーク甲子園フローレスロイヤルアーク甲子園フローレス 浜甲子園地区浜甲子園地区

　1年の締めくくりと、新しい年の始まり。
　いつもの道や広場も、この時期には、人の動きが少し変わり、
年末年始らしい空気をまといます。
　買い物袋を手にした足早な姿や、帰省や散歩を楽しむ人の姿。
特別ではないけれど、確かに感じられる節目の時間でした。
　地域に息づく年末年始の風景を、写真で紹介します。

広告
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無病息災を願う、
どんど焼き

　年末恒例の餅つきが、各地域で行われました。
　火起こしやもち米蒸しなど、慣れない作業も地域住民が声を掛け合いながら
進めました。きねと臼の音が響く中、子どもから大人までが交代で餅をつき、
つきたての餅を囲んで、世代を超えた交流が生まれました。

　地元自治会（甲子園番町会）主催のも
ちつき大会に、鳴尾中学校女子ソフトテ
ニス部の生徒約 30人が、出石基則校長
と北川健太先生の引率で参加しました。
テント 2張を持参し、会場設営から餅つ
きまで幅広く協力。部活動の制度変更に
伴い、部活動最後の行事となる生徒らは、
チームワークの良さを発揮し、さまざま
な場面で活躍しました。

　強風にあおられながら何度も挑戦。連
だこは見事に空へ高く舞い上がりました。

　消防出初式で披露された一斉放水。新
年の始まりに、地域の安全への思いが込
められています。

　子どもたちの火入れ式
で、炎が高く上がります。

浜甲子園団地浜甲子園団地

西開公園・餅つき大会西開公園・餅つき大会

高須町・樹のまち自治会高須町・樹のまち自治会

甲子園一番町甲子園一番町

上鳴尾町上鳴尾町

小曽根町小曽根町 小松 町小松 町

甲子園浜甲子園浜

高須西小学校高須西小学校

甲子園浜甲子園浜

ロイヤルアーク甲子園ロイヤルアーク甲子園
フローレスフローレス

東鳴尾町一丁目東鳴尾町一丁目
鳴尾団地 1 号棟住宅鳴尾団地 1 号棟住宅

広告

高須の森

社会福祉法人みかり会
幼保連携型認定こども園

　五感をフル稼働させながら、
充実した毎日を過ごしています

西宮市高須町 1丁目 1-20
　　　　　　TEL:0798-45-5750 お困りの事がありましたら、お気軽にご連絡を
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大 菜　　　大正元（1912）年に日本で発明された和楽器
で、鍵盤付きの弦楽器です。右手でピックを使って
弦を弾き、左手でボタン式の鍵盤を押さえることで
音を出します。どこか懐かしい音色が魅力です。

　　　の花会は現在 70、80 代のメンバー６人で活動
　　　しています。大正琴を通じて集まった皆さん
は、練習中も和やかに好きな音楽を楽しんでいます。
　年に数回の発表会やボランティア活動があり、そ
れに向けて練習することはとても励みになり、日々
の生活にも張りを感じられているそうです。

正琴ってどんな楽器

初　　　鍵盤式で分かりやすく、楽譜が読めなくても
数字譜を使って演奏ができます。音楽の知識がない
人でも無理なく始められるのが大きな魅力です。価
格も手頃で軽量なため、自宅での練習も気軽にでき、
無理なく続けられます。
　音色は少し哀愁のある和の響きで、若い頃に口ず
さんだ懐かしい曲から、アップテンポな現代曲まで
弾き応えがあります。
　演奏と一緒に懐かしい歌を口ずさみながら、あな
たの新しい音楽生活を始めてみませんか！

心者でもすぐに弾ける秘密

昔　　　懐かしい曲を弾けば当時の思い出が美しくよ　　　みがえり、気が付けば自然と口ずさんでいる
自分に気が付きます。また、最近の新しい曲に挑戦
すると背筋がしゃんと伸びるように感じるのも、音
楽の力かもしれません。

ボ　　　ランティア活動で、演奏を聞いている皆さん　　　が大きな声で歌っていると、負けずに演奏に
も力が入ります。
　大正琴を一度弾いてみてください、きっと好きに
なりますよ！　気軽に参加してください。

活動日：毎月第２・３・４金曜日13:00～15:00

活動場所：鳴尾公民館・第３集会室

会　費：1,000円/月

※初心者の方には大正琴の貸し出しをしています

※見学希望などの事前連絡は不要です。活動日に直接活動場所へ

　お越しください。不明な点は鳴尾公民館（0798-47-3838）まで
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　昨年12月１日、３年に一度の一斉改選が行われ
ました。
　今回、退任した鳴尾地区の民生・児童委員、主
任児童委員は合計 21人。中には 40年以上の長き
にわたって活躍した人もいました。退任された皆
さん、これまでご尽力いただき、ありがとうござ
いました。
　また本年１月８日に開催された鳴尾地区民生委
員・児童委員協議会合同会新年互礼会の場で、合
同会会長をはじめ新役員14人が紹介されました。
　今回の一斉改選で任命された鳴尾地区民生委員・
児童委員は 118人。新役員を中心に、地域の支え
として３年間務めていきます。

 チャリティーバザーのお礼と報告 
　延べ約 540 人が来場しました。
　この収益金は、鳴尾地域の福祉発展のため
大切に使われます。ありがとうございました。

売上金：635,676 円
寄付金：  67,500 円

　１月10日、鳴尾連合自治会新年互礼会がホテルヒュー
イット甲子園「甲陽の間」で開催されました。
　西宮市長をはじめ来賓62人、連合自治会関係者82
人の計144人が一堂に会し、年始のあいさつを交わし
ました。
　また、特別ゲストとして阪神タイガースＯＢ会会長の
掛布雅之さんが出席し、会を盛り上げました。

昨年11月26日に開催された全体研修会で退任にあ
たってのあいさつがありました

新
役
員
一
同

ゲストの掛布雅之さん 鳴尾連合自治会・川崎洋光会長

民生委員・児童委員の一斉改選が行われました民生委員・児童委員の一斉改選が行われました

社協鳴尾地区連絡会より

　昨年実施した「赤い羽根共同募金」と「歳末た
すけあい運動」につきまして、鳴尾地域の結果を
下記のとおり報告します。（令和７年12月末時点）
　皆さまの温かいご支援とご協力をありがとうご
ざいました。

赤い羽根共同募金
2,835,424円

歳末たすけあい運動
1,055,184円

鳴尾連合自治会　新年互礼会開催

広告

　  第395号 令和 8年 3月 1日コミュニティなるお⑺



鳴尾地区５公民館の講座案内 【★�は申し込みが必要。いずれも先着順。特に表記がな
ければ来館受け付け。材料費は受け付け時徴収】

●
な
る
お
会
館
か
ら
の
お
知
ら
せ
●

 「
♬
シ
ャ
ン
ソ
ン・
イ
ン・
な
る
お
」 

開
催
日：５
月
９
日（
土
）

時
　
間：14
時
開
演（
13
時
半
開
場
）

会
　
場：な
る
お
会
館
３
階
集
会
室

出
　
演：�玉
田�

さ
か
え（
歌
手
）

村
尾�

亜
計
実（
ピ
ア
ノ
）

申
　
込：４
月
１
日（
水
）
～

�

20
日（
月
）必
着

 

「
な
る
を
寄
席
」 

七
代
目
笑
福
亭
松
喬
一
門
落
語
会

開
催
日：６
月
13
日（
土
）

時
　
間：14
時
開
演（
13
時
半
開
場
）

会
　
場：な
る
お
会
館
３
階
集
会
室

申
　
込：５
月
１
日（
金
）
～

�

20
日（
水
）必
着

 

申
し
込
み
方
法（
入
場
無
料
） 

定
　
員：１
０
０
人

往
復
は
が
き
に
住
所
、氏
名
、電
話

番
号
、人
数（
２
人
ま
で
）を
記
入

の
上（
記
入
漏
れ
は
無
効
）、

〒
6
6
3-

8
1
8
4

西
宮
市
鳴
尾
町
３
丁
目
８-

７

な
る
お
会
館
ま
で
。

応
募
多
数
の
場
合
は
抽
選
の
上
、当

落
の
案
内
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ：な
る
お
会
館

☎
０
７
９
８・４
６・８
２
０
０�

（
祝
日
を
除
く
火
～
金�

９
～
16
時
）

主
催：公
益
財
団
法
人
鳴
尾
会

月 日 曜日 時　　間 内　　　　　　容 講　　　　　師 問い合わせ先

４ 11 土 14:00～15:30
「�鳴尾寄席」�
～上方落語と江戸落語の違い～
定員：130人　当日受け付け

二代目林家三平一門
林家たたみ

鳴尾公民館
℡47－3838

３ 10 火 14:00～15:30

健�康講座�
脳をまもろう�
脳を大切にするお話～いつまでも元気なくらしを～
定員：40人　対象：一般　当日受け付け
持ち物：筆記用具

西宮協立脳神経外科病院
院長　脳神経外科　辻　雅夫

鳴尾東公民館
℡49－1300

４ 17 金 19:00～20:30

い�くつになっても動ける体へ�
骨から整える健康づくり�
～何歳からでもできる簡単体操～
定員：30人　対象：一般　当日受け付け
持ち物：動きやすい服装で

兵庫県健康管理士会
バランス経路体操インストラクター
原　美幸

３ ５ 木 14:00～15:30
鳴�尾で再発見！�
～自然と歴史に出会うまちたび～
定員：50人　対象：一般　当日受け付け

一般社団法人にしのみや観光協会
事務局長　大野　穣一

南甲子園公民館
℡49－4741

４ 30 木 13:30～15:00

文�化・芸術講座�
またまたやります第3弾！�そよ風ピアノコンサート�
～いつも心に音楽を～　音楽に酔いしれる時間を贈ります
定員：60人　対象：一般　当日受け付け
場所：3階　講堂

ピアノ奏者　木下　一美
アコーディオン　桑名　惠子

学文公民館
℡41－6050

３ 10 火 14:00～15:30 落語講座「笑うあなたが福を呼ぶ」
定員：50人　当日受け付け 女流落語家　大川亭　さくら 高須公民館

℡49－1312

【地域医療講座】講師：明和病院医師など（明和病院の協力を得て開催している講座です）

３ 11 水 14:00～15:30

健�康・福祉講座�
「介護の話」
定員：40人　対象：一般　当日受け付け
場所：１階　第１集会室

訪問看護センター明和
　中島　淳美（看護師長）
　有賀　保博
　嶋田　真由美

学文公民館
℡41－6050

広告
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